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中山間地域に大学を設立する 

－日出町立・後継者養成大学の設立構想－ 

名古屋大学・明治学院大学名誉教授 加賀山 茂 

はじめに－なぜ中山間地域に大学を設立するのか? 

１．中山間地域とは何か？ 
農水省のホームページによると，「中山間

ちゅうさんかん

地域」とは、農業地域類型区分のうち、中間農

業地域と山間農業地域を合わせた地域を指すものとされています。  

山地の多い日本では、このような中山間地域が総土地面積の約 7 割を占めており，しか

も，この中山間地域における農業は、全国の耕地面積の約 4 割、総農家数の約 4 割を占める

など、我が国農業の中で重要な位置を占めています。 

このような中山間地域では，どこでも，少子高齢化が顕著に進んでいます。特に，少子化

の進行によって貴重な人材となっている若者が地域から都市へ向けてどんどん流出してい

ます。このため，中山間地域では，若者の流出に歯止めをかけるための方策を講じることが

喫緊の課題となっています。 

２．日出町の人口動態の現状と 10 年後の予測 
わが日出町も，中山

間地域の例にもれず，

少子高齢化が進行し

ています。人口そのも

のは，毎年 60 人ほど

減少しているだけで，

現在も 28,289 人（2021

年 8 月 1 日現在）の人

口を維持しています

が，若者の流出に歯止

めがかからない状態

です。 

現在の人口ピラミッド（人口動態図）を眺めてみると，20 代の若者の人口が極端に減少

しており，一度流出した若者はなかなか日出町に帰ってきてくれないという現状がよくわ

かります。 
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さらに，10 年後の日出町

の人口動態図（予想図）を見

てみると，若者人口は，相変

わらず極端に少なく，その上，

人口自体も，現在の 2 万 8 千

人台から，2 万 6 千人台に減

少することが予想されます。 

日出町で生じている若者

の人口流出の原因は，高校卒

業後に進学すべき大学が日

出町には存在しないことです。もしも，日出町に大学があり，その大学が，日出町の人々に

とって一番大切な後継者を養成する大学であったならば，若者の流出を防止できるばかり

でなく，町の産業が「持続的な発展」を遂げることが可能になるように思われます。 

３．日出町の生き残りの戦略としての大学の創設 
そこで，私は，最初に，既存の大学を誘致することを考えましたが，人口 3 万人に満たず，

しかも，人口が減少しつつある町に大学を誘致することは，ほとんど不可能であることがわ

かりました。 

しかし，そこであきらめないのが私です。私の信条は，言行一致とともに，「ないものは

作る」というものです。 

大学が来てくれないのであれば，大学を作ればよいのです。幸いにも，私が中心人物の一

人となって創設し，私が初代会長を務める一般社団法人『法と経営学会』の仲間には，優れ

たデータサイエンスの専門家，情報通信ネットワークの専門家がいます。また，勤務大学で

知り合った経営コンサルタントもいます。そこで，データサイエンスの学者・実務家 2 人，

情報通信ネットワークの専門家，経営コンサルタントと私とで，大学を設立し，運営するた

めの株式会社を立ち上げて，大学を設立する事業を開始することにしました。 

最初の事業は，日出町ではなく，岡山県のある市に大学を設立する予定ですが，そこでの

事業が成功すれば，次には，日出町で，大学を設立することにします。 

その大学の全体像は，後に詳しく説目しますが，世界に通用する学識（データサイエンス，

法学，経営学の三位一体）と実践力（語学力，説得力，マネジメント力）を備えた，後継者

を養成する大学であり，名称は，「日出町・後継者養成大学（仮称）」です。 

Ⅰ 中山間地域に大学を設立して成功した例 

中山間地域で，大学を設立して成功するのだろうかと，心配する向きもあると思いますの

で，中央から遠く離れた秋田県の森の中で，2004 年に設立されて，大成功を収めている「国

際教養大学」の例を紹介したいと思います。 
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１．国際教養大学の教育 
国際教養大学は，2004 年に，秋田市の郊外の雄和に開校した，公立

学校法人です。施設は，学生不足で前年（2003 年）に廃校となったミ

ネソタ州立大学機構秋田校（MSUA）の施設を，そのまま引き継いで，

その施設をリノベーションしたため，施設整備費は，10 億円で済んだ

とのことです。 

(1) 開学の理念・教育目標 
国際教養大学の開学の理念は，国際的に活躍できる人材の育成です。

そして，教育目標は，すなわち，英語による卓越したコミュニケーシ

ョン能力と豊かな教養を身につけた実践力のある人材を育成し，国際社会と地域社会に貢

献することです。 

「言うは易く，行うは難し」であり，このような

人材を養成しようと思えば，教育方法は，以下のよ

うに，教員にとっても，学生にとっても，一見実現

不可能に思えるほどに厳しいものです。 

これを実現したところに，国際教養大学の成功の

鍵があります。 

(2) 教育方法 
国際教養大学の教育方針は以下の通りです。 

①授業はすべて英語で行う。 

②少人数教育を徹底（1 クラス 15 人程度） 

③在学中に一年間の海外留学を義務化 

④新入生は，外国人留学生とともに一年間の寮生

活 

⑤専任教員の半数以上が外国人 

⑥厳格な卒業要件 

⑦図書館は，365 日 24 時間で開館 

(3) 主な開講科目 
A) 基盤教育 

 社会科学 

 芸術・人文化学 

 数学・自然科学 

 世界の言語と言語学 

 学際研究 

 コンピュータ，キャリア，留学 

 日本研究 
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B) 専門教科目 

［(a) グローバル・ビジネス課程］（ミクロ・マクロ経済を中心とした国際経済社会の教養

を修得） 

 必修専門核科目 

 選択専門核科目 

 総合セミナー 

［(b) グローバルスタディズ課程］（北米分野，東アジア分野，トランスナショナル分野の

三つの分野に分かれて，文化，歴史，政治，経済を広く学習する） 

 選択専門核科目 

 総合科目 

 総合セミナー 

２．国際教養大学の経営 
(1) 運営 

トップダウン方式による迅速で機動的な意思決定システムの構築，民間的経営手法の導

入，第三者評価システムに基づく能力主義，成果主義の導入などを行っています。 

運営費は，17 億円（県からの交付金が 11 億円）です。 

(2) 教職員 
教員と職員とは平等で，すべて公募，任期制を採用しています。 

任期は，最長 9 年まで更新可能で，定年は，67 歳です。ただし，優れた教員については，

更新回数の制限のない「無制限契約」，さらに，「無期限契約」を置くという，ステップアッ

プ方式を採用しています。もっとも，その場合でも，定年は 73 歳どまりです。 

人件費は，運営費の 6 割以内（10 億円）にとどめています。詳しいことはわかりません

が，基準年俸は，1,000 万円程度と推測されます。 

(3) 学生 
A) 学部生：学部定員は，開学時 100 人で，段階的に 200 人まで引き上げる予定だそうで

す。授業料は，年間 53 万 5,800 円です。また，1 年生の時の寮費は，年間 43 万 3,000 円（月

額約 3 万 6,000 円），内訳は，住居費（ワンルーム 7.5 畳）23 万円，食費：20 万円（1 日 3

食，学期中），退去時清掃費：3,000 円です。 

B) 大学院生：開学から 4 年後に開設されました。定員は 30 名です。 

Ⅱ 国際教養大学の設立後に生じた課題 

１．SDGs の「誰一人取り残されない」社会の実現という課題 
国際教養大学の教育方針は，一種のエリート教育です。ストレートで卒業できる学生は，

全体の半数であり，後の学生は，何年か延長して卒業にたどり着いています。 

卒業生の「質の保証」を大切にしていることはよくわかりますし，大切なことですが，「誰

一人取り残されない」という SDGs の精神に則るならば，躓いた時点で，それをリカバーす
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る教育カリキュラムも用意されるべきだと考えます。 

２．AI の爆発的発展によって生じた多言語対応の容易さという課題 
国際教養大学では，授業はすべて英語で行われ，それに適応するために学生は必至で勉強

しなければなりません。教員も職員も同様です。 

しかし，多言語の翻訳技術が長足の進歩を遂げている現在のＡＩの発展を考慮するなら

ば，講義を英語ですることは必須ではなくなっているように思われます。 

むしろ，日本語で入力（音声入力を含む）すると，自動的に英語に翻訳し，読み上げるソ

フトウエアが存在しますし，例えば，中国の留学生が中国語で入力すると，その中国語を自

動的に，英語と日本語とに翻訳することが可能です。 

このようなソフトウエアを駆使することによって，言語の壁を乗り越えることが検討さ

れるべきでしょう。 

３．パンデミックに対応するための課題 
「ロータリークラブの例会は，不要・不急の行事ではない」といる考え方の下で，日出ロ

ータリークラブが例会の灯を消すことがなかったように，今後発生する新しいパンデミッ

クに対応するためにも，次のパンデミックが生じた場合にも対応できるように，講義は，原

則をリモートとし，厳重な感染対策を講じることを条件に，希望する学生に対面の講義も許

すという新しい通信教育のあり方が模索されるべきだと考えます。  

Ⅲ 町立・日出「後継者養成大学」設立大学の構想 

１．AI マッチングによる後継者問題の解決  
日出町の若者流出の状況は，人口動態図を見れば，一目瞭然であり，その原因が，日出町

に大学がないために，高校を卒業した多くの若者が大学のある都会へ流出するからである

ことも明らかです。 

日出町の多くの若者が都市へと流出するという現象は，高齢化の進む日出町にとって，後

継者不足という現象を加速させています。 

人類の第 1 の目標は，人類が他の生物と共存しながら地球で生きのびることです。人類が

世代を超えて生きのびてきたのは，人類が後継者を育ててきたからです。 

後継者を育てることが

できなければ，経済は縮小

し，持続的な活動は停滞し

てしまいます。私たちが賛

同している SDGs（持続的

開発目標）の目的を達成す

るためにも，後継者を育成

する活動を止めてはなり

ません。 
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この問題を解決するために，後継者養成大学においては，すべての業種の継続に必要な能

力を明らかにするとともに，それぞれの業種に必要なカリキュラムを開発し，それを教える

ことができる教員とコンタクトを取って，すべての入学者に対して，それぞれの学生が望む

業種に必要な知識・技術，そして，倫理を教育することができるように，AI を活用して，

最適なマッチングを行うことにします。 

AI マッチングの技術的な問題について，ここで触れることはできませんが，マッチング

の基本的な考え方については，栗野盛光『ゲーム理論とマッチング』日経文庫（2019/10/15）

を参照してください。 

２．AI 翻訳による異文化理解問題の解決 
少子高齢化問題を解決するための第 1 の解は，後継者を育成することですが，第 2 の解

は，外国の人材を含めて，優秀な人材を受け入れることです。 

しかし，そのためには，私たちが異文化を深く理解し，言語の壁を乗り越えるコミュニケ

ーション力を身につけなければなりません。 

これまでは，これを個人の語学能力として個人の努力に委ねてきました。しかし，AI の

発展によって，すべての言語は，英語を介して，同時翻訳が可能となる時代に突入していま

す。AI 翻訳の利点は，どのような言語で入力しても，それが，瞬時に英語に翻訳され，か

つ，日本語にも翻訳可能となっていることです。 

この AI 翻訳の力をうまく利用するならば，どのような国の人とも，個人の語学能力を度

外視して，相互のコミュニケーションが可能となります。 

そこで，後継者養成大学では，すべての教員，および，学生が，自国語でしゃべったり，

書いたりすれば，それが，瞬時に英語に翻訳され，かつ，日本語にも翻訳される AI 翻訳の

機能をフルに活用して，すべての国の人々が自由にコミュニケーションとれるようなシス

テムを開発します。そして，公用語を英語と日本語としつつ，多言語問題，異文化理解の障

害を乗り越えることを試みます。 

３．ハイブリッド授業によるパンデミック問題の解決 
今回の新型コロナウイルス感染症で明らかになったことは，ウイルスのような顕微鏡で

も見えず，電子顕微鏡で初めて確認できるような病原体が，空気を媒体として感染を引き起

越すということになると，空気を吸って生きている人間にとって，完全な気密室の中だけで

生活することができない以上，感染を完全に止めることはできないということです。 

頼りになるワクチンも，完全ではありませんし，ウイルスの変異には対応できません。し

かも，最後の砦としての人間の免疫力にも限界があります。 

したがって，空気感染を防ぐために，人間が簡単にできることといえば，三つの密（密閉，

密集，密接）をなるべく避けることしかありません。 

このことを考慮するならば，インターネットを利用したリモート授業は，パンデミックか

ら身を守りつつ，高度な教育を可能にする最高の手段であり，感染の状況を見極めつつ，こ

の方法を利用しない手はありません。したがって，後継者養成大学では，いざというときに
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は，完全なリモート授業で卒業要件をクリアできる方法を実現するとともに，感染が収まっ

た場合には，リモートと対面授業とを併用するという方式を採用することによって，パンデ

ミックの中でも，教育活動を止めることなく持続させることが可能となります。 

おわりに 

１．誰一人取り残されない社会の意味 
教育というと，エリート教育が注目されますが，これまでの歴史を眺めてみると，エリー

トの暴走をフォロワーが制御できなくなったときに悲劇が生じていることがわかります。

世の中に，絶対といえる法則は数少ないのですが，「人間はいつか必ず死ぬ」，「権力は腐敗

に向かう，絶対的権力は絶対的に腐敗する」という法則は，例外がない原則といえます。 

エリートは，権力に結び付きやすいため，フォロワーが適時の交替を求めたり，フォロワ

ーがエリートに交代できたりする実力を身につけておくことが必要です。 

日本の最大の悲劇である，第二次世界大戦による敗戦も，エリートたちの暴走を国民が止

められなかったことにあります。 

「誰一人取り残されない」という SDGs の基本理念は，躓かずに成長を遂げる学生たちだ

けでなく，途中で何らかの原因で躓いた学生に対しても，援助の手を差し伸べ，躓きの原因

を取り除くことを通じて，時間はかかってもエリートと同様の学力をつけさせるべきであ

ることを示唆しているように思われます。 

一般の国民がエリートと同様の学力を身につけ，常にエリートに交代できるようになる

か，少なくとも，エリートの暴走を見破る力を身につけることこそが，国民生活を平和で豊

かにするために不可欠の前提なのです。 

後継者養成大学では，基幹となる①AI・データサイエンス，②法学・ガバナンス，③経営

学・経済学の三位一体教育ばかりでなく，躓きを防止できる少人数教育，外国語を含めたリ

ベラル教育を重視することを通じて，いつでもエリートに交代できる能力，少なくとも，エ

リートの暴走を阻止することができる能力を身につけることをめざすことにします。 

２．教育到達目標と大学卒業後の人物像 
後継者養成大学では，あらゆる職種について，その後継者となるための学力を身につける

ことをめざすばかりでなく，人生を幸せに過ごすことができるように，以下の三つの能力を

養成することにも力を入れます。 

第 1 は，他人を大切にする。 

第 2 は，自分を育てる。 

第 3 は，失敗を恐れずにチャレンジする。 

これらの 3 つの生活上の行動指針の 3 項目は，それぞれ，2 つに分岐して，以下のような

6 項目を重視して教育を行います。 

Ⅰ 他人を大切にする 

 ① 他人の嫌がることをしない（論語：己の欲せざることを人に施すこと勿れ（顔
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淵第十二 2，衛霊公第十五 24）） 

 ② 他人がしてほしいと思うことを進んでする（聖書：自分が他人にしてほしいと

思うことを他人にしなさい（Matthew 7:12，Luke 6:31）） 

Ⅱ 自分を育てる 

 ③ 「好きこそものの上手なれ」ということわざがあいますが，現実には逆で，「上

手こそものの好きなれ」です。 

何事も上手になると好きになります。そして，好きになると，よりいっそう上

手になるのです。したがって，教育とは，好きなことを上手にさせるのではなく，

人生で必要なことは，たとえ，学生が嫌いなことでも，上手にさせることをめざ

して訓練をすべきです。最初に上手にさせてこそ，「好きこそものの上手なれ」

という好循環が実現できるのです。 

 ④ 「継続は力なり」ということわざがあります。 

良いと思うことは，嫌いなことでも頑張って継続することが大切です。継続し

て無意識にできるようになったときに，それが，その人の「人格」といわれるも

のとなるのです。 

Ⅲ チャレンジする 

 ⑤ 失敗を恐れず，チャレンジする 

 ⑥ 失敗したらやり直す，もしもやり直せない失敗をした場合には，相手が立ち直

るまで，償いをする。 

３．ロータリークラブにおける持続的発展の意味 
ロータリアンとして，もっとも重要な課題は，「中核的価値観」（親睦（Fellowship），高潔

性（Integrity），多様性（Diversity），奉仕（Service），リーダーシップ（Leadership））を身に

つけることです。 

実は，これ

らの中核的

価値観は，先

に述べた 3

つの行動指

針を 2 つず

つに分岐さ

せた 6 つの

行動指針の

内の 5 つの項目にぴったりと適合し，しかもアルファベット順に整理できてしまいます。 

すなわち，第 1 の「他人を大切にする」という項目に，Diversity（多様性）と Fellowship

（親睦）が入ります。第 2 の「自分を育てる」という項目に，Integrity（高潔性），Leadership

（リーダーシップ）が入ります。第 3 の「チャレンジする」という項目に，Service（奉仕）
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が入ります。その上，最後の「失敗したらやり直す」という項目に Resilience（回復力）を

付け加えるとことができるでしょう。 

このように考えると，後継者養成大学の卒業者は，それぞれの業種に適応した技術力と適

切な倫理を身につけるばかりでなく，それが，ロータリアンの「中核的価値観」に一致する

のですから，ロータリアンの会員獲得戦略としても，最高の方法となっていると思われます。 

会員獲得に尽力されている皆様は，若者のロータリアンを育成するためにも，後継者養成

大学のプログラムに賛同されることを求めたいと思います。 
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